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論 文 の 内 容 の 要 旨
　絶滅危惧種藻類の保全については，これまで，分類学的研究がおこなわれているのみで，その他の研究は
ほとんど行われていない。チスジノリ Thorea okadaeは日本固有の淡水産紅藻であり，現在，絶滅危惧Ⅱ類
としてレッドリストに掲載されている。このような絶滅危惧種の保全には，集団維持に重要な要因となる自
然集団における生活史の季節変動や遺伝的多様性についての基礎的知見が必要であることから，本研究では，
（1）チスジノリの自然集団における生活史の各段階の季節変動および受精率などを継続的に調べ，自然集団
でのチスジノリの動態を解明すること，および（2）現在チスジノリが生育している 12 河川のうち，7河川
の集団について，集団内の遺伝的多様性と集団間の遺伝的分化の程度を AFLP法により調べ，チスジノリの
遺伝構造を明らかにするとともに，近縁で生殖様式の異なる T. gaudichaudii（シマチスジノリ），T. hispida（フ
トチスジノリ）の遺伝構造と比較すること，を目的として研究を行った。
（1）熊本県菊池川の 6地点で生活史の季節変動を調べた結果，①配偶体は 9月に出現，12 月から雌雄生殖
器官の形成，3月までに成熟，3月から 4月中旬にかけて受精，5月下旬までに全ての配偶体が調査サイト
から消失した。②受精率が 80％にも及んだ，③雄雌配偶体とも藻体の一部の分断と伸長を繰かえしながら
生長していることがわかった。このことは果胞子や単胞子に加えて，藻体の分断によっても分散が起こって
いることを示唆した。④胞子体は，現存量は少ないものの，1年中存在すること，現存量は夏季に高く冬季
に減少する傾向があることが示された。このように，チスジノリの配偶体は，水温が低く日長や日射量が少
ない時期（9月～ 4月）にのみ生育するのに対して，胞子体は 1年中存在する。このような季節変化はカワ
モズクの仲間でも報告されており，配偶体の出現と落葉による光環境の好転などを関連づけた論議がなされ
ている。しかし，報告されたカワモズクなどに比べると流量の多い河川に生息するチスジノリの場合は，水
温や日照などは至近要因として働き，むしろ河川流量の変化がチスジノリの生活史の季節変動に究極要因と
して働いていると考えられた。つまり，河川流量が少なく安定している時期に配偶体を生長，成熟させ，流
量が多く，梅雨や台風による急激な増加といった不安定な時期にはこれに耐えられる胞子体に移行すると考
882
えられた。
（2）チスジノリ 7集団 117 個体，シマチスジノリ 3集団 35 個体，フトチスジノリ 3集団 25 個体について
AFLP法による多型解析を行い，チスジノリでは 116，シマチスジノリでは 141，フトチスジノリでは 75 の
遺伝子座を検出した。これらを用いて集団内の遺伝的多様性と集団間の遺伝的分化の程度を調べた結果，チ
スジノリ属 3種とも，解析したすべての個体が異なる遺伝子型を示した。3種の集団内の遺伝的多様性は，
絶滅危惧種植物や有性生殖を行う海藻と比べると中程度であった。一般に高等植物では，集団サイズが小さ
いほど集団内の遺伝的多様性が減少する傾向が知られている。チスジノリ属では，明確な個体数を測定する
のが難しいが，生息場が狭く明らかに集団サイズが小さいと考えられるシマチスジノリで遺伝子多様度が高
く，このような傾向は見られなかった。チスジノリでは，見出される遺伝的変異のほとんどが集団内にあっ
た。また，他 2種に比べると集団間の分化の程度は低かったが，地理的距離との相関が見られた。チスジノ
リの生息する河川は，広く開けているため，水鳥が来訪しやすく，これらの水鳥によって近距離移動が起こっ
ている可能性があること，他 2種に比べると集団サイズが大きいことから，このような結果が得られたと考
えられた。また，チスジノリでは河川内の分集団間では遺伝的分化がほとんど起こっておらず，1河川が 1
集団と考えられた。シマチスジノリでは，見出された遺伝的変異のほぼ半々が集団内と集団間のそれぞれに
あり，集団間の遺伝的分化の程度は非常に高く，特に地理的に離れた島間では高い分化が見られた。シマチ
スジノリの集団分化は，集団サイズが小さいこと，生息場が狭いこと，集団が分散していることから，水鳥
などによる移動が考えにくいことに起因していると考えられた。フトチスジノリでは，見出された遺伝的変
異の半分以上が集団内にあったが，集団間の遺伝的分化の程度も高く，特に猪苗代の集団が他の 2集団（茨
城）から非常に分化していることが示された。このような 3種における遺伝的分化の程度の違いには，集団
サイズや移住の程度のほか，雌雄異体・雌雄同体といった生殖様式の違い，配偶体の出現や成熟が集団間で
同調しているのか，いないのかといったそれぞれの種がもつ生活史特性の違いが影響を及ぼしていると考え
られた。これらの結果から暫定的な保全すべきユニットを提案した。具体的な移動の量や分散の範囲など，
今後詳細な研究が必要であるが，本研究は，これまで未知であった絶滅が危惧されているチスジノリおよび
その近縁種の保全のための基礎的な知見を与えたといえる。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，絶滅危惧種であるチスジノリの自然集団における生活史の季節変動と，絶滅危惧種である近縁
種を含めたチスジノリ属の遺伝的多様性と遺伝構造を示した最初の研究であり，これまで全くわからなかっ
た遺伝構造の概要を明らかにした。この結果は，チスジノリ属を初めとする，淡水産紅藻の保全を実施する
ための基礎的，科学的な知見を与えたといえる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
